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話
し
言
葉
の
調
査

」

1

話
し
言
葉
研
究
の
進
展

1

話
し
言
葉
研
究
の
難
点

　
研
究
所
創
立
当
時
、
話
し
言
葉
の
研
究
は
、
ま
だ

十
分
に
進
ん
で
い
た
と
は
言
い
難
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
話
し
言
葉
の
研
究
そ
の
も
の
は
古
く

か
ら
あ
っ
た
。
異
国
と
の
通
商
の
た
め
に
、
あ
る
い

は
異
国
の
文
化
を
輸
入
す
る
た
め
に
、
異
国
語
を
学

び
、
そ
れ
と
の
対
比
で
自
国
語
を
研
究
し
た
り
、
学

ん
で
得
た
異
国
の
言
語
文
化
に
刺
激
さ
れ
て
、
自
国

語
に
つ
い
て
も
関
心
の
眼
を
向
け
た
り
し
た
。
わ
が

国
に
お
け
る
古
代
の
日
本
語
（
話
し
言
葉
）
研
究
一

1
「
五
十
音
図
」
の
作
成
や
古
辞
書
の
ア
ク
セ
ン
ト

符
に
象
徴
さ
れ
る
一
は
こ
の
種
の
も
の
が
多
い
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
異
国
人
が
宗
教
を
弘
布
す
る
た
め
に
、
あ
る

い
は
版
図
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
こ
の
国
の
言
語

（
話
し
言
葉
）
を
研
究
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
室
町

時
代
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
に
お
け
る
日
本
語
研
究

や
江
戸
時
代
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
日
本
語
研
究
等
は

こ
の
種
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
実
用
に
根
ざ
し
た
話
し
言
葉
の
研

究
は
あ
っ
た
が
、
　
一
般
に
は
従
来
の
言
語
研
究
に
お

い
て
は
書
き
言
葉
（
文
章
語
）
の
研
究
が
主
流
を
な

し
て
い
た
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。　
書
き
言
葉
の
研
究
が
主
流
を
な
し
て
い
て
、
話
し

言
葉
の
研
究
が
あ
ま
り
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
と
思
う
。

ω
文
字
は
本
来
、
音
声
の
欠
点
を
補
う
も
の
と
し
て

用
い
ら
れ
た
が
、
文
字
に
書
写
さ
れ
た
書
き
言
葉
は

定
着
性
が
あ
り
、
文
献
と
し
て
残
り
、
古
い
時
代
の

も
の
も
遠
隔
の
地
の
書
き
言
葉
も
研
究
の
対
象
と
な

る
Q

②
次
の
時
代
へ
の
文
化
の
伝
達
に
は
そ
の
性
質
上
、

書
き
言
葉
が
有
利
で
あ
り
、
学
問
・
芸
術
等
に
関
す

る
文
化
的
価
値
の
高
い
文
献
が
多
い
。

㈲
し
た
が
っ
て
、
前
時
代
の
文
化
を
理
解
し
、
そ
れ

を
発
農
さ
せ
る
た
め
に
は
、
文
献
を
読
解
す
る
必
要
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が
あ
り
、
当
然
言
語
（
書
き
言
葉
）
が
研
究
の
対
象

と
な
る
。

㈲
書
き
言
葉
の
性
質
と
し
て
、
整
っ
た
表
現
が
多
く

か
つ
文
献
と
し
て
定
着
し
て
い
る
か
ら
、
資
料
と
し

て
扱
い
や
す
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
話
し
言
葉
を
研
究
対
象
と
す
る
場

合
に
は
次
0
よ
う
な
難
点
が
あ
る
。

ω
話
し
言
葉
は
瞬
時
に
消
え
去
る
も
の
で
あ
る
。
古

い
時
代
の
話
し
言
葉
は
、
文
学
作
品
に
お
け
る
「
会

話
」
等
を
中
心
に
、
口
語
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
様
相

が
う
か
が
え
る
が
、
純
粋
の
話
し
言
葉
は
資
料
と
し

て
定
着
し
難
い
。

②
そ
の
口
語
資
料
で
す
ら
ま
と
ま
っ
た
も
の
ば
多
く

は
な
い
し
、
ま
た
、
学
問
・
芸
術
学
に
関
す
る
文
化

的
に
価
値
の
高
い
も
の
は
少
な
い
。

㈲
話
し
言
葉
は
瞬
時
に
消
え
去
る
の
で
、
資
料
と
し

て
取
り
扱
い
に
く
い
。

2

話
し
言
葉
研
究
の
意
義

　
話
し
言
葉
が
研
究
の
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
新
し
い
。

　
明
治
時
代
に
も
、
国
語
教
育
や
言
文
｝
致
運
動
と

関
連
し
て
、
「
話
し
言
葉
」
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と

は
あ
っ
た
し
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
は
「
朗
読
」
や

戦
時
中
の
「
日
本
語
の
海
外
進
出
」
の
立
場
か
ら
採

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
○
ま
た
日
常
言
語
生

活
の
向
上
発
展
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
国
語
の
将
来

の
た
め
に
話
し
言
葉
が
注
目
さ
れ
た
。
特
に
、
・
柳
田

国
男
・
東
条
操
・
神
保
格
・
西
尾
実
態
の
諸
先
覚
が
そ
．

れ
そ
れ
の
立
場
か
ら
話
し
言
葉
・
方
言
を
重
要
視
す

べ
き
こ
と
を
説
い
た
の
は
特
筆
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
話
し
言
葉
が
本
格
的
に
研
究
の
対
象
と

し
て
多
く
の
人
び
と
に
採
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
戦
後
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
社
会
生

活
の
体
制
が
変
化
し
、
従
来
の
「
上
意
下
達
」
「
沈

黙
億
金
」
の
立
場
よ
り
も
、
「
話
し
合
い
」
「
民
主
化
」

が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
話
し
言
葉
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
せ
い
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
現
代
語
を
も
重
視
す
る
二
十
世
紀
西
洋

言
語
学
の
影
響
は
す
で
に
戦
前
に
も
み
ら
れ
た
が
、
「

戦
後
は
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
「
話
し
方
教
育
」
重

視
の
影
響
も
あ
っ
た
。

　
第
主
に
、
録
音
器
が
普
及
し
、
話
し
言
葉
の
資
料

の
採
集
が
容
易
に
な
り
、
研
究
の
便
も
画
期
的
に
増

大
し
た
（
と
は
い
っ
て
も
文
字
化
に
多
く
の
時
間
を
．

要
す
る
の
で
、
実
際
に
は
書
き
言
葉
に
比
較
す
る

と
、
依
然
と
し
て
困
難
さ
が
あ
る
）
。
ま
た
、
音
声

分
析
の
機
械
も
飛
躍
的
に
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
「
話
し
聞
く
生
活
は
、
わ
れ
わ
れ
の

言
葉
生
活
に
お
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
普
遍
的
で
あ
り
、

日
常
的
で
あ
り
、
か
つ
基
礎
的
な
領
域
で
あ
る
」

（「

b
し
こ
と
ば
の
諸
形
態
」
『
国
語
教
育
講
座
』
所
収

西
尾
実
）
と
い
う
認
識
の
下
に
、
戦
後
の
話
し
言
葉

の
研
究
が
行
な
わ
れ
た
。
あ
る
い
は
ま
た
、
話
し
言

葉
の
改
善
、
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
疎
隔
を
な
く

す
た
め
に
も
「
国
語
学
と
い
う
も
の
の
中
心
点
を
、

書
い
た
古
来
の
文
章
の
方
か
ら
、
活
き
て
日
々
働
い

て
い
る
口
言
葉
の
中
へ
引
移
し
て
来
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
（
『
毎
目
の
言
葉
』
自
序
、
柳
田
国
男
）
と

い
う
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
a
　
調
査
の
あ
ら
ま
し
「

　
国
立
国
語
研
究
所
は
創
立
以
来
「
話
し
言
葉
研
究

室
」
を
中
心
に
、
こ
の
い
わ
ば
未
開
拓
な
分
野
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
に
ば
ま
ず
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
っ
た
。
、
一

つ
は
「
調
査
法
」
で
あ
る
。
録
音
機
も
ま
だ
普
及
し

て
い
な
か
っ
た
当
時
、
話
し
言
葉
の
実
態
調
査
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
進
め
る
か
、
分
析
に
た
え
る
資
料

を
ど
の
よ
う
に
し
て
収
集
す
る
か
は
さ
し
あ
た
っ
て

の
問
題
で
あ
っ
た
。
、
ま
た
、
共
通
語
の
話
七
言
葉
の

対
象
を
ど
う
設
定
す
る
か
も
問
題
で
あ
る
。
基
盤
と

な
っ
て
い
る
東
京
語
の
性
格
も
不
分
明
で
あ
る
。
山

の
手
と
下
町
で
は
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
東
京
生
育
者
と
地
方
生
育
老
と
の
間

82

亀

、



噸

，

に
は
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

職
業
・
学
歴
等
に
よ
る
違
い
は
ど
う
か
な
ど
も
問
題

に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
一
往
の
見
当
を
つ
け
る

た
め
に
行
な
っ
た
の
が
、
「
東
京
方
言
の
実
態
調
査

の
た
め
の
第
一
次
・
第
二
次
準
備
調
査
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
話
し
言
葉
研
究
の
「
準
備
調

査
」
で
あ
っ
た
。

　
次
に
話
し
言
葉
の
構
造
の
特
徴
を
把
握
し
、
諸
問

題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
概
観
調
査
を
行

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
『
談
話
語
の
実
態
』
（
国
立

国
語
研
究
所
報
告
8
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
次
に
、
「
語
形
確
定
の
た
め
の
基
礎
調
査
」
が
あ

る
。
話
し
言
葉
の
中
に
は
、
剥
ク
・
ボ
ク
（
僕
）
、

イ
リ
ク
チ
・
イ
リ
グ
チ
（
入
口
）
、
論
ジ
ル
・
論
ズ

ル
等
の
よ
う
に
語
形
が
不
確
定
で
あ
る
、
い
わ
ぽ
、

ゆ
れ
て
い
る
語
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
今
日
の
言
語

生
活
の
上
で
も
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
ゆ
れ
て
い
る
語
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
ゆ
れ
の
種
類
が
あ
る
か
、
そ

れ
ら
に
対
し
て
人
々
は
ど
の
よ
う
な
意
見
を
も
っ
て

い
る
か
等
を
明
ら
か
に
し
て
、
標
準
語
制
定
の
た
め

の
一
資
料
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
そ

の
結
果
は
『
国
立
国
語
研
究
所
年
蝦
7
』
で
報
告
さ

れ
た
。

　
次
に
「
語
七
こ
と
ば
の
文
型
」
の
調
査
を
行
な
っ

た
。
現
実
の
話
し
言
葉
の
文
法
的
事
実
を
と
ら
え
る

と
い
う
立
場
か
ら
、
文
法
研
究
の
一
環
と
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
話
し
言
葉
の
構

造
を
解
明
す
る
㊧
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果

は
「
話
し
こ
と
ば
の
文
型
ω
」
（
国
立
国
語
研
究
所

報
告
1
8
）
、
お
よ
び
「
話
し
こ
と
ば
の
文
型
②
」
（
同

報
告
2
3
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
以
下
、
順
次
、
項
を
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す

る
。

＊

＊

＊

H

東
京
方
言
の
実
態
調
査

一
第
一
次
・
第
二
次
準
備
調
査
1

　
昭
和
2
4
年
度
に
二
回
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
第
一

次
調
査
は
主
と
し
て
被
調
査
者
自
身
が
記
入
し
た
調

査
結
果
が
信
頼
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
総
理
庁
（
当
時
）
世
論
調
査
部

の
行
な
っ
た
「
所
得
税
確
定
申
告
書
」
説
明
書
の
理

解
度
の
調
査
の
機
会
を
利
用
し
、
東
京
都
四
谷
税
務

署
管
内
の
所
得
税
納
付
者
か
ら
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調

査
法
に
よ
り
一
四
七
名
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
調
査

項
目
は
ア
ク
セ
ン
ト
ー
ラ
ジ
オ
。
ラ
ジ
オ
等
6
、

音
韻
ー
ム
ズ
カ
シ
イ
・
ム
ツ
カ
シ
イ
等
6
、
文
法

　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ー
来
れ
な
い
・
来
ら
れ
な
い
等
3
で
あ
る
。

　
被
調
査
者
自
身
に
．
よ
る
記
入
の
結
果
と
面
接
に
よ

る
結
果
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
く
い
ち
が
い
の
度

合
い
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
被
調
査
書
数
は
4
8
。

．
ア
ク
セ
ン
ト
（
平
均
〉
…
：
…
⊥
四
・
六
％

　
ラ
ジ
オ
・
ラ
ジ
オ
…
…
…
…
…
一
〇
・
四

　
ク
メ
ン
・
ク
メ
ン
：
：
：
・
：
：
：
：
一
八
・
八
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引
ト
コ
・
イ
ト
コ
…
…
…
…
…
一
六
．
・
七

、
週
ク
●
ボ
ク
：
…
…
：
：
…
…
・
：
一
八
・
八

　
引
ソ
ワ
．
・
デ
ン
ワ
…
：
…
…
…
ρ
…
八
二
二

　
咽
力
・
．
サ
カ
…
：
…
…
三
：
・
…
・
一
四
・
六

6
音
韻
（
平
均
）
…
…
…
…
・
…
…
・
・
四
．
九

　
ム
ズ
カ
シ
イ
・
ム
ツ
カ
シ
イ
…
：
い
二
・
一

　
ジ
デ
ン
シ
ャ
・
ジ
テ
ン
シ
ャ
…
…
八
二
ニ

　
セ
ン
ダ
ク
・
セ
ン
タ
ク
…
…
…
…
四
・
ニ

　
イ
リ
グ
．
チ
・
イ
リ
ク
チ
…
…
…
…
八
・
三

　
ア
パ
ー
ト
・
ア
パ
ー
ト
：
：
：
…
…
二
・
山

　
カ
キ
ド
メ
・
カ
キ
下
メ
…
…
…
…
四
・
二

・
文
法
（
平
均
）
：
…
…
…
…
－
…
・
・
二
・
］

　
コ
レ
ナ
イ
．
コ
ラ
レ
ナ
で
・
：
…
…
二
．
・
・
ニ

　
タ
ベ
セ
ナ
イ
．
・
タ
ベ
ラ
レ
ナ
イ
…
：
…
・
○

　
タ
リ
ナ
イ
・
．
タ
ラ
ナ
イ
鴇
…
…
：
…
四
．
こ

　
す
な
わ
ち
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
か
な
り
く
い
ち
が
い

が
あ
り
、
被
調
査
者
自
身
に
よ
る
記
入
は
あ
ま
り
信

頼
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
、
生
育
地
（
小
学
校
時
代
）
が
東
京
で
あ
る

か
地
方
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
み
る
と
、
‘
そ
の
間
に
か

．
な
り
な
違
い
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
方
．
人
は

．
東
京
人
に
比
較
し
て
、
ム
ツ
カ
シ
イ
（
難
か
し
い
）

イ
リ
ク
チ
（
入
口
）
、
セ
ン
ダ
ク
（
洗
濯
）
、
ア
パ
ー

ト
、
足
ラ
ナ
イ
、
刎
メ
γ
（
工
面
）
、
イ
ト
コ
、
デ

ン
ワ
（
電
話
）
と
い
う
人
が
多
い
。

　
ま
た
、
年
齢
別
に
み
を
と
、
東
京
人
で
四
〇
歳
以
．

上
の
人
に
ア
パ
ー
ト
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
。

　
第
二
次
調
査
は
、
山
の
手
と
下
町
と
で
ど
の
よ
う

な
違
い
が
み
ら
れ
惹
か
を
問
題
に
し
た
つ
四
谷
・
牛

込
地
区
と
浅
草
地
区
と
の
小
学
校
2
8
校
よ
り
6
年
忌
．

三
〇
〇
名
を
抽
出
し
、
ア
ク
セ
ゾ
ト
・
音
韻
・
文
法

を
通
じ
て
計
2
6
項
目
に
つ
い
て
面
接
調
査
を
行
な
っ

た
。
参
考
と
し
て
担
当
教
師
お
よ
び
各
学
区
の
生
え

ぬ
き
の
東
京
人
｝
、
二
名
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。

調
査
語
は
列
サ
ヒ
・
ア
洲
ヒ
（
朝
日
）
、
　
ヒ
バ
チ
・

シ
バ
チ
（
火
鉢
）
、
タ
ラ
ナ
イ
南
タ
リ
ナ
イ
（
足
り

な
い
）
等
、
東
京
で
二
つ
以
上
の
形
が
あ
り
、
ゆ
れ

て
い
る
も
の
を
採
り
上
げ
た
。
そ
れ
は
、
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
．
は
、
「
従
来
山
の
手
と
下
町
と
で
違
い
が
あ
る

と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
属
す
る
語
は
、

　
ア
ク
セ
ン
ト
ー
ア
サ
ヒ
・
ア
サ
ヒ
（
朝
日
）
、

サ
刻
・
咽
力
（
坂
）
、
カ
ミ
ナ
リ
・
カ
ミ
ナ
リ
（
雷
）
、

イ
劃
リ
・
イ
ネ
ム
リ
（
居
眠
）
、
オ
キ
ャ
ク
サ
マ

。
オ
キ
ャ
ク
サ
マ
（
お
客
様
）
、

　
音
韻
ー
シ
チ
r
ゴ
サ
ソ
・
ヒ
チ
ゴ
サ
ン
（
七
五

三
）
、
シ
ブ
ヤ
・
ヒ
ブ
ヤ
（
渋
谷
）
、
ヒ
ビ
ヤ
・
シ
ビ

ヤ
（
日
比
谷
）
、
ヒ
バ
チ
・
シ
バ
チ
（
火
鉢
）
、
ヒ
ト

・
シ
ト
（
人
）
、
ナ
ビ
サ
マ
・
オ
シ
サ
マ
，
（
お
日
隅
禄
）
、

マ
ヅ
ス
グ
。
マ
ヅ
ツ
グ
、
ヤ
．
酬
パ
リ
・
ヤ
ッ
パ
シ
、

．
ッ
メ
タ
イ
・
ツ
ベ
タ
イ
、
サ
ビ
シ
イ
・
サ
ミ
弘
イ
。
、

　
第
二
は
、
山
の
手
と
下
町
と
で
違
い
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
人
に
よ
り
て
見
解
の
差
が
あ
る
も

の
。
こ
れ
に
属
す
る
語
は
、

　
文
法
一
足
ら
な
い
・
足
り
な
い
、
き
や
し
な
い

　
・
こ
や
し
な
い
Q

　
第
三
は
、
新
た
忙
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
に
属
す
る
語
は
、

　
ア
ク
セ
ン
ト
ー
ボ
ク
・
ボ
ク
（
僕
）
、
イ
ト
コ
・

イ
ト
コ
、

　
音
韻
ー
ハ
エ
・
ハ
イ
、

　
文
法
一
来
ら
れ
る
・
来
れ
る
、
食
べ
ら
れ
る
・

食
べ
れ
る
、
大
き
な
・
大
き
い
、
小
さ
な
・
小
さ
い
。

　
そ
の
結
果
を
み
る
と
、
山
の
手
と
下
町
と
で
大
き

な
差
を
示
す
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
サ
カ
・
サ
カ

（
坂
）
、
－
ヒ
ト
・
シ
ト
（
人
）
、
オ
ヒ
サ
マ
・
オ
．
シ
サ

　
マ
（
お
日
様
）
等
は
差
が
か
な
り
は
っ
き
り
表
わ
れ

た
が
、
そ
の
ほ
か
ア
ク
セ
ン
ト
の
カ
ミ
ナ
リ
．
カ
ミ

訓
や
、
音
韻
の
ヒ
と
．
シ
の
問
題
語
を
除
い
て
は
あ

ま
り
大
き
な
差
は
表
わ
れ
な
い
。
「
き
や
し
な
い
・

　
こ
や
し
な
い
」
に
お
い
て
は
、
成
人
で
は
下
町
に

　
「
こ
や
し
な
い
」
が
や
や
多
い
が
、
児
童
で
は
む
し

　
ろ
山
の
手
に
そ
れ
が
や
や
多
い
。

　
要
す
る
に
山
の
手
と
下
町
と
の
差
は
、
少
数
の
も

　
の
を
除
い
て
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
ゆ

84
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「

噺

●

皿
　
話
し
言
葉
の
概
観
調
査

　
昭
和
2
7
・
2
8
年
度
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
こ
の
調

査
は
、
具
体
的
な
話
し
言
葉
の
資
料
に
よ
り
、
量
的

な
調
査
を
行
な
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
Q

　
日
常
の
談
話
を
調
査
対
象
と
し
、
種
々
の
場
面
か

ら
録
音
資
料
を
採
集
し
た
。
分
析
に
用
い
ら
れ
た
の

は
三
十
時
間
分
で
あ
る
。
比
較
資
料
と
し
て
、
ラ
ジ

オ
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
解
説
・
座
談
・
講
談
・

講
演
・
落
語
・
劇
・
お
と
ぎ
話
等
の
九
時
間
分
を
採

集
し
分
析
し
た
。
そ
の
報
告
書
『
談
話
語
の
実
態
』

は
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
語
・
文
節
・
文
の
長

さ
、
文
の
構
造
、
語
の
種
類
・
使
用
度
数
・
用
法
に

談話語の文の長さの分布

野
三
三
鎗
露
鎚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

節
”
”
〃
〃
〃
〃
〃
”
”

文

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1

図　文節を尺度とした文の長さ（談話語）3219
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　　1021
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2000

1000

↑
舌

0123
→文節
456789101工121314151617181920212223242526272829303540455σ

つ
い
て
の
実
態
調
査
の
結
果
を
報
告
し
た
も
の
で
あ

る
。
　
文
の
長
さ
は
、
一
文
主
文
．
が
三
一
・
入
％
で
、
一

文
節
文
・
二
文
節
，
文
の
合
計
は
四
九
・
五
％
で
あ

る
。
度
数
分
布
を
み
る
と
「
し
の
字
型
」
を
示
す
。

こ
れ
は
書
き
言
葉
と
は
特
に
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

図　語を尺度とした文の長さ（談話語）
2000

100

70100605040

劉
3
Q

藁菰　
2
0

012345678910

→言■L

　
文
節
を
尺
度
と
し
て
談
話
語
の
文
の
長
さ
の
分
布

を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
Q

　
比
較
資
料
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
解
説

に
つ
い
て
み
る
と
、
一
文
節
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
・
全

文
の
一
・
九
八
％
、
二
・
〇
四
％
で
あ
る
。
四
文
節
以

内
の
文
は
、
ニ
ュ
ー
ス
八
・
五
七
％
、
ニ
ュ
ー
ス
解

85



，

説
八
・
七
％
で
、
ほ
ぼ
八
％
強
を
示
す
に
過
．
ぎ
な

い
。
談
話
語
が
七
五
％
を
示
す
の
と
大
き
な
差
が
あ

る
。

、
文
節
を
尺
度
と
し
て
、
文
の
長
さ
の
平
均
を
み
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
談
話
語

　
　
落
語

　
‘
講
談

　
　
座
談
会

　
　
劇

　
　
お
と
ぎ
ば
な
し
　
．

　
r
講
義

　
　
ニ
ェ
ー
ス

　
・
二
耳
ー
ス
解
説

　
す
な
わ
ち
、

解
説
に
比
し
て
、

　
し
か
．
し
、

対
し
、
　
ニ
ュ
ー
ス
・

一
・
八
語
、
一

　
三
。
八
一
文
節

　
四
・
〇
四

　
五
・
〇
四

　
五
・
四
九

　
五
・
六
二

　
八
・
三
、
四

　
九
噛
二
　
＝

一
六
・
四
八
、

．二

黶
E
〇
二

　
　
　
　
　
文
章
語
的
な
ニ
ュ
ー
ス
や
ニ
ュ
ー
入
．

　
　
　
　
　
　
そ
の
四
分
の
．
一
に
も
達
し
な
い
。

　
　
　
　
．
文
節
の
長
さ
は
、
談
話
語
二
・
○
語
に
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
1
ス
解
説
は
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
　
　
　
　
・
九
語
で
．
あ
ま
り
違
い
が
な
い
。

　
文
の
構
造
を
成
分
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
面
か
ら

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
述
語
に
対
す
る
関
係
が
一

次
的
で
あ
る
か
、
二
次
的
で
あ
る
か
と
い
う
観
点
か

ら
み
る
と
、

　
①
花
が
　
咲
く
。

．
②
赤
魅
花
が
咲
く
コ

　
③
赤
い
花
が
咲
い
た
の
で
き
れ
い
だ
。
．

に
お
い
て
、
①
の
「
花
が
」
は
一
次
の
成
分
、
②
の

「
赤
い
」
．
は
二
次
の
成
分
、
③
の
「
赤
い
」
は
三
次

．
の
成
分
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
①
を
一
次
．

の
関
係
の
文
、
②
を
二
次
の
関
係
の
文
、
③
を
三
次

．
の
関
係
の
文
之
す
る
こ
と
が
で
き
る
Q
「
次
」
の
観

点
か
ら
話
し
言
葉
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

と
絵
を
見
て
い
．
て
、
「
す
ば
ら
し
い
ね
」
と
言
え
ば
、

，
主
語
は
言
わ
な
く
と
も
意
味
は
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ニ
ュ
ー
ス
と
対
比
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
’

　
　
　
　
｝

二談
↑話

ス語
誌
主
の
あ

る
文
二
・
三
％

四
・
二

主
語
の

あ
る
文

／、

／、

九四

主
語
の

述
語
文

五
七
・
四

三
七
・
一

現
れ
な
い
文

独
立
語
文

一
六
・
三

〇

・次1・．次1軟1・次1漱1・次1・次1・次
1次

0．7
4．210，．7

0．2

13．3

0．9

0．5

1．9

3．0

21．7

0．4

1．0

11．2

3。6

5：．2

2．6

7．0

24．7

16．5

19．2

20．0

17．8

14．7

75．0

74．8

75．0

71．1

9．1

女子学生雑談

主婦の雑談

男子学生雑談

男子老人談話

．ニュース

　
す
な
わ
ち
、
お
し
な

べ
て
談
話
語
は
単
純
な

構
造
の
文
が
多
い
。
一

次
の
文
が
大
部
分
で
あ

る
。
こ
れ
に
比
較
し

て
、
ニ
ュ
ー
ス
は
三
次
、

四
次
の
文
が
多
く
、
五

次
、
六
次
の
文
も
珍
し

く
は
な
い
ゆ

　
次
に
、
話
し
言
葉
の

文
の
構
造
を
み
る
と
、

主
語
の
現
れ
な
い
文
が

多
い
。
こ
れ
は
話
し
言

葉
が
場
面
に
大
き
く
影

響
を
受
け
て
い
て
、
か

つ
、
話
し
手
と
聞
き
手

と
が
同
じ
場
面
に
あ
る

か
ら
で
あ
ろ
ケ
。
友
人

　
す
な
わ
ち
、
談
話
語
に
は
主
語
の
な
い
文
が
多
く

ま
た
、
独
立
語
文
も
多
い
の
で
あ
る
。

　
文
の
構
造
に
つ
い
て
み
る
と
、
．
文
の
成
分
の
比
率

は
、
談
話
語
と
一
一
ユ
ー
ス
と
新
聞
と
で
は
か
な
り
違

い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
語
・
述
語
・
連
体
修
飾

語
・
連
用
修
飾
語
・
．
独
立
語
の
五
回
分
の
比
率
は
次

の
よ
う
に
な
る
Q
（
た
．
だ
し
、
．
新
聞
は
「
新
聞
用
語

研
究
」
．
第
2
5
号
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
）
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談
話
語

ニ
ュ
ー
ス

新
　
　
聞

主
語三
6

＝
∴

三
・
O

述
語一

琴
O

七
・
五

一五

O
連
体
修

七
・
O

二九三一

ﾐ
「
連
用
修

三長四
三
・
五

皿独

ｧ
語

一
九
・
三

八
・
八
．

三八

y
．
甕

　
す
な
わ
ち
、
談
話
語
は
連
体
修
飾
語
が
少
な
く
、

独
立
語
が
多
．
い
。

　
次
に
文
の
成
分
の
内
部
構
造
は
、
書
き
言
葉
と
の

間
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、
主
語
に
つ
い

て
み
る
と
、
．

．
剛



「

♂

他

7．．3

～モ

6．7

～ガ

33．5

体言だけ ～ノ、

28．9％　　23．7

4．96．531．710．646．3

3．915．025．222．033．9

4，63．140，823．128．5

10．911．840．928．28．2

談話語全．体

女子学生雑談

主婦の雑談

男子学生雑談

男子老人談話

＆3020．870．80ス一工二

14．42．526．047．49．7聞新

　
す
な
わ
ち
、
同
じ
談
話
語
で
も
、
老
人
の
回
顧
談

は
他
と
は
か
な
り
違
っ
た
様
相
を
示
す
。
そ
れ
に
し

て
も
、
談
話
語
で
は
一
般
的
に
格
助
詞
を
伴
わ
ず
に

体
言
だ
け
で
主
語
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ニ

ュ
ー
ス
や
新
聞
で
は
「
～
ハ
」
の
形
が
多
い
と
い
う

こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
話
し
言
葉
の
文
末
述
部
に
は
、
，
文
末
助
詞
の
つ
い

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ど
の
程
度
つ
い
て
い
る
か
、

ど
の
よ
う
な
文
末
助
詞
が
つ
い
て
い
る
か
を
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

三三蟻鑛
14，8　　5．0　1．4　　5．9

他さてわなのかよ妾末囎ね

13．2i14，80．61．8　　3．0　　2．06．525．（レ　14．8　　6．073．0談話語全体

00．22228．89．500，4　5．0　3．022．9　　16．7　　1．3　　10．068．8女子学生雑談

13．0　　3．1　1．8　　8．814，500．3　3．9　4．16，725．6　　10．9　　7．373．3主婦の雑談

13．3　　0。3　3．8　　6．815．02．601．Q7．31．418．6　23．7　4．475．8男子学生雑談

15．2　　9．1　1．0　　8，76．500．3　0．3　0．31。63．217．536．266．0男子老人談話

18．3　22．4　059．4000000000

話
し
言
葉
の
文
末
述
部

0スーユニ

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
話
し
言
葉
の
文
は
、
そ
の
七
三
％
が
文
末
助
詞
を

伴
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
文
末
助
詞
を
用
い
る
か

は
話
者
に
よ
っ
て
も
異
な
る
し
、
ま
た
、
場
面
や
相

手
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
一
般
に
は
、
「
ね
」
「
よ
」

「
か
」
等
が
多
い
。
「
男
子
学
生
」
に
は
「
よ
」
が
多

く
用
い
ら
れ
、
ま
た
比
較
的
に
「
な
」
が
多
い
。
．

「
女
子
学
生
」
に
は
比
較
的
に
「
の
」
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。
男
子
老
人
の
回
顧
談
に
は
「
か
」
が

比
較
的
に
多
い
が
、
こ
れ
は
個
人
的
な
『
く
せ
』
に

属
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
品
詞
の
使
用
率
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
を
従
来
の
新
聞
文
章
の
調
査
の
結
果
と
対
比

し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
Q

　
ω
名
詞
が
少
な
い
。
・

　
②
名
詞
と
動
詞
と
の
比
較
に
お
い
て
、
動
詞
が
か

　
　
な
り
多
い
。

　
㈲
動
詞
と
形
容
詞
と
の
比
較
に
お
い
て
、
形
容
詞

　
　
が
多
い
。

　
ω
副
詞
が
多
い
。

　
㈲
感
動
詞
が
多
い
。

　
㈹
融
合
形
が
多
い
ゆ

　
ま
た
、
コ
ソ
ア
ド
語
が
多
く
、
代
名
詞
の
七
〇
％
、

形
容
動
詞
の
二
〇
．
％
、
副
詞
の
二
九
％
、
連
体
詞
の

九
二
％
は
コ
ソ
ア
ド
語
で
あ
る
。

　
ま
た
、
話
し
言
葉
は
接
続
詞
が
比
較
的
に
多
い
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品詞の使用率

／鰭輔形糊彌副詞連綱接綱憾動詞助詞助翻酷形
談　話　語

女子学生雑談

主婦の雑談

男子学生雑談

男子老人談話

ニ　ユ．　一　ス

20．5　12．2　　　2．7　　1．2　　6．1　　　0。8　　　1．9　　　4．7　34．7　　 12．9　　　2，3

20．7．　10，3　　　　3．2　　　1．5ゆ　　6．3　　　　0．5　，　　2．9　　　　6．0　　37．7　　　　9．0　　　　2．0

19．6　13，1　　　2．8　 1．1　 6．0　　　1．2　　　2．5　　　5。6　．34．5　　11．1　　　2．5

21．2’12．2　　　3．9．1．4　 5．9　　　0．8　　　1．6　　　1．5　36．9　　12．4　　　2．4

21．5　11．6　　　1．9　　1．1　　7．4　　　0．7　　　1．3　　　4．5　’35．1　　13．2　　　1．7

36．4　14．9　　　0．4　 0．9　　1．3　　　1．6　　　1．0　　　0　　33，0　　10，6 o

ニュース解説28．516．0　　0．9　1．5　2．5　　1．2　　2．6　　0．334．3　12．3　0．03

ノ

．♂

　
ま
た
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
副
詞
を
順
に
あ
げ
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ソ
ウ
、
　
マ
ア
、
モ
ウ
（
感
歎
）
、
ヤ
ッ
パ
リ
、
　
モ

　
ウ
、
　
コ
ウ
、
ド
ウ
、
チ
ョ
ッ
ト
、
ゼ
ン
ゼ
ソ
、
　
マ

・
ダ
、
ヤ
ハ
リ
、
ス
コ
シ
、
ヒ
ジ
ョ
ヴ
ニ
、
ス
グ
、

　
ド
ウ
ゾ
、
イ
チ
バ
ン
、
ド
ウ
モ
、
タ
イ
ヘ
ン
、
ア

　
ア
、
マ
タ
。
「

●
全
部
デ
　
下
ノ
ク
ラ
イ
？
　
　
　
、

o
ソ
レ
デ
　
コ
ノ
　
付
属
　
一
切
ヲ
　
ツ
ケ
．
マ
シ
テ

　
三
十
二
円
。
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
の
よ
う
な
類
は
接
続
詞
の
全
使
用
度
数
の
約
一

割
を
数
え
る
。
比
較
的
に
話
頭
に
多
く
み
ら
れ
る
。

「
で
」
「
だ
か
ら
「
「
で
も
」
「
そ
れ
で
」
「
だ
け
ど
」

「
だ
っ
て
」
等
に
は
こ
の
よ
う
な
用
法
が
用
い
。

　
談
話
語
．
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
接
続
詞
を
順
に
あ
げ

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ソ
レ
デ
、
ダ
カ
ラ
、
．
デ
、
ソ
レ
カ
ラ
、
デ
モ
、

．
ジ
、
ヤ
ア
、
ダ
ケ
ド
、
デ
ス
ヵ
ラ
、
ダ
ヅ
テ
、

　
ゾ
ウ
シ
テ
、
ソ
ウ
ス
ル
ト
、
ソ
ウ
シ
タ
ラ
、

　
シ
カ
シ
、
ソ
レ
ジ
ャ
、
ト
コ
ロ
ガ
、

。ゾのと談だ璽。三。杢ば響
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
に
、
単
な
る
「
場
っ

」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え

蔦
、

．為

＊

＊

曝
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テ
ィ
ル
ー
ー
テ
ル
、
デ
イ
ル
ー
デ
ル
、
テ
オ
ク

ー
ト
ク
、
テ
シ
マ
ウ
ー
チ
ャ
ウ
、

　
　
　
　
　
　
（
テ
・
デ
＋
補
助
用
言
の
類
）

．
デ
ワ
ー
ジ
ャ
、
勝
チ
ワ
　
　
カ
チ
ャ
、
今
度
ワ

ー
コ
ン
ダ
．
ア
　
　
（
諸
種
の
語
＋
ワ
の
類
）

　
ス
レ
バ
ー
ー
ス
リ
ャ
ア
、
ナ
ケ
レ
バ
ー
ナ
ケ
リ

ャ
ア
　
　
　
　
　

（
諸
種
の
語
十
バ
の
類
一
）

の
三
つ
の
類
が
大
部
分
で
あ
る
。
．

る

。話
し
言
葉
に
は
融
合
形
の
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ



で

馬

1

W
語
形
確
定
の
た
め
の

調
査

　
昭
和
2
9
年
度
か
ら
3
0
年
度
に
U
か
け
て
行
な
っ
た

「
語
形
確
定
の
た
め
の
基
礎
調
査
」
は
、
ゆ
れ
て
い

る
語
形
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
い
、
標
準
語
制
定
の

た
め
の
一
資
料
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ω
ゆ
れ
て
い
る
語
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

②
ど
の
よ
う
な
ゆ
れ
の
種
類
が
あ
る
か
。

㈲
そ
れ
ら
に
対
し
て
人
々
は
ど
の
よ
う
な
意
見
を
持

　
っ
て
い
る
か
。

を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。

　
ゆ
れ
て
い
る
語
は
か
な
り
多
い
。
そ
れ
ら
を
採
集

．
・
整
理
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
な
事
で
あ
る
。

同
時
に
、
そ
の
中
か
ら
ど
ち
ら
か
を
標
準
語
と
し
て

選
ぶ
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
く
べ
き

で
あ
る
か
、
そ
の
基
準
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
ヨ
イ
・
イ
イ
（
良
い
）
、
ハ
イ
・

ハ
エ
（
蝿
）
、
タ
ト
イ
∵
タ
ト
エ
（
副
詞
）
等
は
、

ど
ち
ら
の
語
形
が
望
ま
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
か
。

　
実
際
に
は
、
現
実
に
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
使
用

さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
態
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
分
に
行
届
い
た
実
態
調
査
の

上
に
立
っ
て
論
議
は
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
従
来
こ
れ
ら
の
問
題

語
に
つ
い
て
．
の
人
々
の
意
見
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

伝
統
を
尊
重
す
る
か
・
新
し
い
傾
向
を
尊
重
す
る

か
、
東
京
山
の
手
を
重
視
す
る
か
・
全
国
の
一
般
的

な
使
用
を
重
視
す
る
か
、
等
々
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
一
体
、
あ
る
語
形
を
、
よ
り
望
ま
し
い
と
す
る
理

由
は
、
ゆ
れ
の
種
類
に
応
じ
て
ど
の
程
度
違
い
が
あ

る
の
か
、
理
由
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
に
は
ど
れ

だ
け
の
種
類
が
あ
る
の
か
等
は
、
や
は
り
承
知
し
て

お
き
た
い
事
で
あ
る
。

　
ゆ
れ
て
い
る
語

　
昭
和
2
9
年
度
ア
ク
セ
ン
ト
、
音
声
・
音
韻
、
文
法

に
わ
た
っ
て
ゆ
れ
て
い
る
語
を
諸
種
の
文
献
か
ら
採

集
し
、
整
理
し
て
、
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

　
ア
ク
セ
ン
ト
は
諸
文
献
か
ら
一
、
四
七
二
例
を
採

集
し
た
が
、
『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』
『
明
解
国

語
辞
典
』
に
も
ゆ
れ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ら
か
ら
も
採
集
し
た
。
比
較
的
多
く
の
人
か
ら
間

題
に
さ
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
よ
う
な
語
で
あ
る
。

ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を
0

せ
ば
、

0
　
●
　
－

ス
（
巣
）
、
ヨ

話
）
、
ト
圭
ニ

ガ
ク
（
音
楽
）

0
・
　
2
．

ニ
ジ
（
虹
）
、
ソ
ソ
グ

ー
幽
　
・
　
2

カ
ミ
（
神
）
、
サ
カ

（
朝
日
）
、
ト
マ
ト

ー
　
0
　
0
0

●
　
－

・
2
…
…
の
方
式
で
示

巽笹

5×
診
捲
好
調
う竃

（
注
．
ぐ
）
、
タ
マ
ゴ
（
卵
）

（
坂
）
、
ハ
ハ
（
母
）
、
ア
サ
ヒ

ネ
ッ
シ
ソ
（
熱
心
）
、
ア
カ
ト
ン
ボ
（
赤
蜻
蛉
）

Q
り
　
・
　
4

ア
シ
オ
ト
．
（
足
音
）
、
ア
シ
モ
ト
（
足
元
）
、
カ
ミ
ナ

リ
（
雷
）
、
ソ
ノ
ト
キ
（
其
の
時
）
、
モ
ノ
サ
シ
（
物

差
）
、
ヨ
ロ
コ
ビ
（
喜
び
）
、
カ
ン
ガ
エ
ル
（
考
え

る
）

4
　
・
　
5

オ
ホ
シ
サ
マ
（
お
星
様
）
、

ヒ
ト
リ
ゴ
ト
（
独
語
）

タ
カ
ラ
モ
ノ
（
宝
物
）
、

F
D
　
●
　
6

テ
ン
ジ
ン
サ
マ
（
天
神
様
）

　
音
声
に
関
し
て
は
諸
文
献
か
ら
延
べ
二
、

二
四
八
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、

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

例
を
採
集
し
た
。
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

層
A
　
音
節
の
相
違
．

a
　
」
直
音
と
拗
音
　
六
三
件
　
延
べ
一
一
五

　
例
、
．
サ
カ
ン
・
シ
ャ
’
カ
γ
（
左
官
）
、
ゲ
シ
ク
・

　
ゲ
シ
ュ
ク
（
下
宿
）

b
．
促
音
と
他
の
音
節
　
三
七
件
　
延
べ
五
五

　
」
例
、
ア
タ
タ
カ
イ
・
ア
ッ
タ
カ
イ
、
ア
マ
．
ツ
サ
エ

　
・
ア
マ
ッ
サ
エ
．

c
　
三
音
と
他
の
音
節
　
四
七
件
　
延
べ
七
九

　
例
、
オ
カ
エ
リ
ナ
サ
イ
・
オ
カ
エ
ン
ナ
サ
イ
、
イ

　
ロ
イ
ロ
ナ
・
イ
ロ
ン
ナ

d
　
母
音
の
相
違
に
よ
る
も
の

●
二
重
母
音
と
長
母
音
　
七
六
件
延
べ
一
〇
四

　
．
例
、
ケ
イ
サ
ツ
・
ケ
エ
サ
ツ
、
オ
モ
ウ
・
オ
モ
オ

　
（
思
）

・
有
声
と
無
声
、
六
九
件
　
延
べ
七
七

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
例
、
．
キ
シ
ャ
．
・
キ
シ
ャ
（
汽
車
）
、
ク
フ
ウ
∵
ク

　
フ
ウ
（
工
夫
）

・
一
母
音
相
互
　
＝
一
三
件
　
延
べ
一
七
五

　
例
、
ハ
イ
・
ハ
エ
、
ア
ソ
コ
・
ア
ス
コ

e
　
子
音
の
相
違
に
よ
る
も
の

．
清
音
と
濁
音
　
二
〇
三
件
延
べ
二
七
二

　
・
例
、
カ
カ
ト
・
．
カ
ガ
ト
、
ム
ツ
カ
シ
イ
・
ム
ズ
カ

　
シ
イ
。
単
な
る
破
裂
音
二
件
延
べ
一
三
，

　
例
、
バ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヤ
ブ
ル
・

　
ヤ
ブ
ク

．
・
単
な
る
鼻
音
　
五
件
　
延
べ
六
　
　
．

　
例
、
カ
グ
．
・
カ
ム

・
単
な
る
摩
擦
音
　
四
八
件
延
べ
七
五

　
例
、
ケ
ハ
イ
・
ケ
ワ
イ
、
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
オ
ム
適
プ

　
ラ
ヅ
ト
フ
ォ
オ
ム
．

，
・
単
な
る
破
擦
音
　
ご
件
　
延
べ
三

　
例
、
ス
ケ
デ
ュ
ウ
ル
・
ス
ケ
ジ
ュ
ヴ
ル

●
破
裂
音
と
鼻
音
　
四
七
件
．
延
べ
五
八

　
例
、
　
コ
オ
ト
オ
ガ
ッ
コ
オ
・
コ
オ
ト
オ
ガ
ッ
コ
オ
、

　
サ
ビ
シ
イ
・
サ
ミ
シ
イ

・
破
裂
音
と
摩
擦
音
　
四
三
件
．
延
べ
八
七

　
例
、
ナ
デ
ル
・
ナ
ゼ
ル
、
カ
ラ
ッ
キ
リ
、
カ
ラ
ッ

　
キ
シ

・
破
裂
音
と
破
擦
音
　
一
五
件
　
延
べ
一
六

　
例
、
テ
ィ
イ
ム
・
チ
イ
ム
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ビ

　
ル
ジ
ン
グ

・
摩
擦
音
と
破
擦
音
r
一
〇
件

　
例
、
マ
ッ
ス
グ
・
ぐ
ッ
ツ
グ
、

．
，
蘇
）

．
f
　
子
音
の
有
無
に
よ
る
も
の

　
四
一

　
例
、
ホ
オ
・
ホ
ホ
（
頬
）
、

g
　
そ
の
他
　
一
二
件

延
べ
一
五

シ
ソ
・
チ
ソ
（
紫
．

九
五
件
延
べ
一

　
、
ウ
デ
ル
・

延
べ
四
二

ユ
デ
ル

　
例
、
カ
イ
イ
ピ
カ
ユ
イ
、
’
イ
イ
．
・
ヨ
イ

h
素
音
節
と
二
音
節
．
八
件
延
べ
一
＝

％
例
、
．
フ
ィ
ル
ム
・
フ
イ
ル
ム
h
ラ
ェ
ル
ト
・
フ
エ

　
ル
ト

B
　
音
節
の
．
有
無

盆
　
促
音
　
六
．
一
件
　
延
べ
九
八

　
例
、
ヨ
ッ
ポ
ド
・
ヨ
ホ
ド
、
．
ア
ツ
ク
ッ
テ
・
ア
ツ

　
ク
テ

b
　
擾
音
　
二
六
件
延
べ
四
四

　
例
、
ア
ン
マ
リ
・
ア
マ
リ
、
オ
ン
ナ
ジ
・
オ
ナ
ジ

。
　
短
母
音
と
長
母
音
　
八
二
件
　
延
べ
九
八

　
例
、
イ
ッ
シ
ョ
ケ
ン
メ
エ
。
イ
ッ
シ
ョ
オ
ケ
ン
メ

　
エ
、
セ
・
セ
ェ
（
背
）

d
　
そ
の
他
　
九
七
件
　
延
べ
＝
一
九

　
例
、
カ
ツ
オ
ブ
シ
・
カ
ツ
ブ
シ
、
層
ダ
イ
ド
ユ
ロ
・

　
ダ
イ
ド
コ

C
音
節
の
転
換

a
母
音
の
転
換
に
よ
る
も
の
　
一
件
延
べ
一

　
例
、
カ
ッ
キ
．
リ
・
キ
ッ
カ
リ

レ
　
子
音
の
転
換
に
よ
る
も
の
　
二
〇
件
．
延
三
二
．

　
例
、
ハ
ヲ
ツ
ヅ
ミ
・
ハ
ラ
ヅ
ツ
ミ
、
ア
ト
シ
ザ
リ

　
・
ア
ト
ジ
サ
リ

。
　
そ
の
他
　
三
件
延
べ
五

　
例
、
ダ
ラ
シ
．
ナ
イ
、
シ
ダ
ラ
ヂ
イ

D
　
音
よ
み
．
訓
よ
み
な
ど
肥
よ
る
湘
違
．
二
九
〇
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r
‘

r

　
件
延
べ
三
四
九

　
例
、
コ
オ
ラ
ン
・
カ
ク
ラ
ン
（
掩
乱
）
、
ラ
イ
サ

　
ン
・
レ
イ
サ
ン
（
礼
讃
）

E
　
二
語
以
上
の
つ
な
が
り
と
融
合
形
　
五
七
件

　
延
べ
二
二
七

　
例
、
テ
ワ
・
チ
ャ
ア
、
テ
イ
ル
・
テ
ル

　
　
　
　
計
　
一
五
六
一
件
延
べ
二
二
四
八

　
文
法
に
関
し
て
は
諸
文
献
よ
り
、
延
べ
一
、
〇
四

一
例
を
採
集
し
た
。
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

A
　
動
詞
の
活
用

・
五
段
・
上
一
、
一
六
件
　
四
一
例

　
例
、
飽
く
・
飽
き
る
ふ
滅
ぶ
・
滅
び
る

●
五
段
・
下
一
、
二
五
件
四
二
例

　
例
、
任
す
・
任
せ
る
、
廃
る
．
・
廃
れ
る

●
サ
変
．
五
段
．
一
九
件
　
一
＝
判
例

　
例
、
訳
す
る
・
訳
す
、
な
く
す
る
・
な
く
す

・
サ
変
・
上
一
、
三
七
件
　
八
六
例

　
例
、
感
心
す
る
・
感
心
し
る
。
甘
ん
ず
る
・
甘
ん

　
じ
る
。

●
そ
の
他
　
三
件
　
六
例

　
例
、
伝
う
・
伝
わ
る
、
う
る
・
え
る

B
　
動
詞
の
活
用
形

・
音
便
形
　
一
四
件
　
一
八
例

　
例
、
歩
い
て
・
歩
っ
て
、
沿
う
て
・
沿
っ
て

・
命
令
形
　
四
件
　
五
例

例
、
起
き
ろ
・
起
き
よ
、
く
れ
。
く
れ
ろ

・
未
然
形
　
三
件
　
五
例

　
例
、
こ
よ
う
・
き
よ
う
、
こ
ら
れ
る
・
き
ら
れ
る

●
そ
の
他
　
八
件
　
一
五
例

例
、
起
き
ま
い
・
起
き
る
ま
い
、
こ
や
し
な
い
・

　
ぎ
や
し
な
い

C
　
類
似
の
動
詞

・
類
似
語
　
＝
一
件
　
二
六
例

　
例
、
～
て
い
る
．
～
て
あ
る
、
．
へ
す
．
．
へ
ら
す

・
複
合
語
　
一
〇
件
　
一
〇
例

　
例
、
よ
ろ
こ
び
迎
え
る
・
よ
ろ
こ
ん
で
迎
え
る

D
　
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用
　
二
二
件
　
一
一
＝

　
例
　
例
、
暖
か
い
・
暖
か
な
、
大
き
い
・
大
き
な

廻
　
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用
形

・
連
体
形
　
一
二
件
　
二
二
例

　
例
、
大
粒
な
・
大
粒
の
、
正
式
な
適
正
式
の

●
終
止
形
　
　
連
体
形
　
三
件
　
三
例

　
例
、
き
れ
い
だ
こ
と
・
き
れ
い
な
こ
と

・
そ
の
他
　
九
件
　
九
例

　
例
、
無
理
な
ら
ぬ
・
無
理
か
ら
ぬ

F
　
類
似
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
　
七
件
　
七
例

　
例
、
よ
い
・
い
い
、
～
て
尽
し
レ
・
～
て
も
ら
い

　
た
か

5

G
　
類
似
の
名
詞
　
七
件
　
一
一
例

　
例
、
多
目
・
多
い
目
、
お
さ
ら
い
・
お
さ
ら
え

H
　
副
詞
の
照
応
　
一
七
件
　
二
三
例

　
例
、
絶
対
（
行
く
）
．
絶
対
（
行
か
な
い
）

1
　
類
似
の
副
詞
　
三
三
件
　
三
三
例

　
例
、
割
り
と
・
割
り
に
、
泣
く
泣
く
・
泣
き
泣
き

」
　
助
動
詞

・
使
役
　
一
七
件
　
二
四
例

　
例
、
泣
か
す
・
泣
か
せ
る
、
降
り
さ
す
・
降
り
さ

　
せ
る

・
受
身
　
一
、
一
件
　
一
一
例

　
例
、
～
さ
さ
れ
る
・
～
さ
せ
ら
れ
る
、
飾
ら
れ
て

　
あ
る
・
飾
っ
て
あ
る

・
打
消
　
三
四
件
　
四
三
例

　
例
、
～
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
～
ね
ば
な
ら
ぬ

●
可
始
既
　
　
一
六
件
　
　
二
八
例

　
例
、
書
か
れ
る
・
書
け
る
、
起
き
ら
れ
る
・
起
き
、

　
れ
る

・
意
志
・
推
量
　
九
件
　
一
〇
例

　
例
、
晴
れ
ま
し
ょ
う
・
晴
れ
る
だ
ろ
う
、
し
ょ
う

　
・
し
よ
う

・
断
定
　
二
〇
件
　
一
二
例

　
例
、
面
白
い
で
す
・
面
白
い
の
で
す
、
～
ま
せ
ん

　
・
～
ま
せ
ん
で
す
層

。
そ
の
他
（
活
用
形
）
　
一
四
件
　
二
三
例
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例
、
～
ま
せ
・
ま
し

・
そ
の
他
　
一
〇
件
　
一
〇
例

例
、
飲
み
た
い
よ
う
だ
・
飲
み
た
い
み
た
い
、
曲

　
つ
た
道
・
曲
っ
て
い
る
道

K
　
助
詞
の
連
結
、
六
四
件
　
六
六
例

　
例
、
ど
こ
へ
か
・
ど
こ
か
へ
」
ど
こ
や
ら
へ
・
ど

　
こ
へ
や
ら

し
　
助
詞
の
交
替

○
格
助
詞
　
八
三
件
　
　
一
〇
七
例

　
例
、
水
が
飲
み
た
い
・
水
を
飲
み
た
い
、
雨
が
降

　
る
日
・
雨
の
降
る
日

・
副
助
詞
　
四
件
　
四
例

　
例
、
活
動
へ
な
ん
か
・
活
動
へ
な
ど

○
係
助
詞
　
六
件
　
六
例

　
例
、
だ
れ
と
で
も
・
だ
れ
と
だ
っ
て
・
だ
れ
と
な

　
り
と

9
接
続
助
詞
　
二
四
件
　
二
四
例

　
例
、
見
が
て
ら
・
見
な
が
ら
、
優
勝
し
た
の
で
・

　
優
勝
し
た
か
ら

●
そ
の
他
　
＝
二
件
　
一
三
例

　
例
、
誰
も
・
誰
も
が
、
行
く
な
ら
・
行
く
な
ら
ば

M
　
敬
語

。
接
頭
語
・
接
尾
語
　
三
六
件
　
四
四
例

　
例
、
お
か
あ
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ま
、
お
コ
ー
ヒ
ー

　
●
コ
ー
ヒ
ー

●
特
別
の
語
（
体
言
）
　
三
件
　
；
一
例

例
、
わ
た
く
し
・
わ
た
し
・
あ
た
く
し
・
あ
た
し

・
特
別
の
語
（
そ
の
他
）
　
二
〇
件
　
二
五
例

．
例
、
お
っ
↓
や
る
・
申
し
上
げ
る
、
召
上
る
・
お

食
べ
に
な
る

・
動
詞
・
助
動
詞
　
六
六
件
　
七
二
例

　
例
、
お
使
い
に
な
る
・
お
使
い
な
さ
る
・
使
わ
れ

　
る
・
位
置
九
件
九
例

　
例
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
来
て
い
ら
っ
し

　
ゃ
い
ま
す

・
重
複
七
件
　
七
例

　
例
、
お
帰
り
に
な
る
・
お
帰
り
に
な
ら
れ
る

・
そ
の
他
　
四
件
　
四
例

　
例
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
・
い
ら
っ
し
ゃ
い

　
ま
し
て
つ
・

N
　
そ
の
他

・
照
応
　
三
件
　
三
例

　
例
、
ど
れ
ほ
ど
わ
か
っ
た
の
か
ど
う
だ
っ
た
か
は

・
文
語
的
表
現
　
三
〇
件
　
三
三
例

　
例
、
御
出
席
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望
し
ま
す

●
そ
の
他
　
二
一
件
　
二
二
例

　
例
～
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
～
で
す
け
れ
ど

　
　
計
　
七
八
五
件
　
一
〇
四
｝
例

　
こ
れ
ら
の
盗
ハ
料
の
鮎
許
細
な
り
入
ト
ば
、
採
集
さ
れ

た
カ
ー
ド
と
と
も
に
部
内
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
、

公
表
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
選
択
の
理
由

　
ゆ
れ
て
い
る
語
の
ど
ち
ら
か
を
望
ま
し
い
と
す
る

場
合
の
理
由
は
何
で
あ
る
か
。
人
凌
は
具
体
的
に
問

題
語
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
理
由
に
よ
り
判
断
し
て

い
る
の
か
。
そ
れ
ら
を
諸
文
献
に
よ
り
採
集
し
た
ほ

か
、
小
規
模
調
査
に
よ
り
補
充
し
、
さ
ら
に
検
討
を

加
え
て
三
十
項
に
整
理
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
昭
和
3
0
年
度
に
国
語
研
究
者
・
有
識

者
に
前
後
二
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
・
9
2

（
第
一
回
五
十
名
、
第
二
回
三
百
名
）
。
一
つ
に
は
問

題
語
に
即
し
て
採
る
理
由
、
採
ら
な
い
理
由
を
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
適
用
し
て
い
る
か
を
知
ろ
う
と
し

た
の
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
に
は
、
一
般
的
に
標
準
語
｝

と
し
て
採
否
を
決
め
る
基
準
に
つ
い
て
の
人
々
の
意

見
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
（
た
だ
’

し
後
者
に
つ
い
て
は
第
二
回
調
査
の
み
）

　
三
十
項
目
に
お
い
て
、
選
ば
れ
た
理
由
を
百
分
比

で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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一
般
的
・
特
殊
的

増
加
の
傾
向
・
減
少
の
傾
向

新
鮮
・
古
く
さ
い
　
　
　
　
、

一四八
〇七六

九七八
　　％
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メ

マ

O
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伝
統
的
・
新
奇

本
来
の
形
・
く
ず
れ

共
通
語
的
・
地
方
語
的

山
手
的
・
下
町
的

関
東
的
・
関
西
的

使
用
地
域
が
広
い
・
狭
い

口
頭
語
的
・
文
章
語
的

口
語
的
・
文
語
的

日
本
語
的
・
外
国
語
的

日
本
語
調
　
翻
訳
調
　
　
・

中
流
以
上
・
下
流

教
養
層
・
非
教
養
層

あ
る
種
の
人
だ
け

規
範
に
合
う
・
合
わ
な
い

四二三一三三四五六一一七五三
〇〇六〇五九二〇三四六九七七

ニー二九一七〇〇八四一九五九

望
ま
し
い
体
系
を
作
る
・
作
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
・
三

変
化
の
傾
向
に
そ
う
・
さ
か
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
・
六

論
理
的
・
非
論
理
的
　
　
　
　
三
八
・
五

語
感
が
よ
い
・
悪
い
　
　
　
　
七
七
・
六

丁
寧
・
丁
寧
す
ぎ
る
・
ぞ
ん
ざ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
・
一

よ
い
表
現
・
悪
い
表
現
　
　
三
三
・
九

お
帳
え
や
す
い
・
お
ぼ
え
に
く
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
・
七

26252827外3029
　
な
お
、

な
理
由
が
記
入
さ
れ
た
。
前
述
の

あ
る
。
1
　
新
聞
小
説
に
よ
く
使
わ
れ
る
。

2
　
話
し
こ
と
ば
と
文
章
語
と
の
区
別
を
な
く
し
た

　
い
Q

3
　
正
常
の
変
化
か
、
量
っ
た
変
化
か
。

4
　
有
理
な
形
か
、
無
理
な
形
か
。

5
　
も
っ
と
も
な
類
推
か
、
ま
ち
が
っ
た
類
推
か
。

6
　
表
記
（
か
な
・
・
ー
マ
字
）
の
際
、
形
が
は
っ

　
き
り
出
て
く
る
か
、
ど
う
か
。

7
　
語
形
が
安
定
し
て
い
る
か
、
ど
う
か
。

8
　
意
義
質
の
場
合
短
か
す
ぎ
な
い
か
、
ど
う
か
。
・

9
　
表
現
と
し
て
の
安
定
度
が
高
い
か
、
低
い
か
。

言
い
や
す
い
・
言
い
に
く
い
　
六
九
・
○

聞
き
わ
け
や
す
い
・
聞
き
わ
け
に
く
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
・
七

簡
潔
だ
・
簡
潔
で
な
い
　
　
　
二
八
・
七

意
味
を
区
別
す
る
・
区
別
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
二

教
科
書
に
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
五
・
二

N
H
K
が
使
う
　
　
　
　
　
　
　
四
・
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
・
七

　
そ
の
他
、
掲
げ
た
理
由
の
ほ
か
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
外
」
が
そ
れ
で

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
Q

採
る
形
と
使
う
形
と
の
　
致
率

　
具
体
的
な
聞
題
語
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
は
省
略

す
る
。
た
だ
次
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
A
・
B
両
国

が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
人
は
「
一
般
的
で
語

感
が
よ
い
」
と
し
て
A
形
を
採
り
、
他
の
人
は
全
く

同
一
の
理
由
で
B
形
を
採
る
こ
と
が
多
い
。
ア
ク
セ

ン
ト
に
お
け
る
「
一
般
的
」
と
い
う
こ
と
は
、
客
観

性
に
乏
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
実
際
に
そ
の
人
の
使
用
し
て
い
る
形
と
採

る
形
と
は
か
な
り
一
致
す
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
回
調
査
　
第
二
回
調
査

ア
ク
セ
ン
ト

音
　
　
声

語
　
　
法

全
　
　
体

八
三
％

八
六
八
九
八
六

八
六
％

八
六

九
一八
七

93

　
ア
ク
セ
ン
ト
の
一
致
率
が
比
較
的
低
い
。
し
か
し

年
齢
別
・
地
域
別
に
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
二
回
調
査

～
3
0
歳

八
二
％

山
手
周
辺

　
九
一
％

31

`
5
0
歳
　
5
1
～
7
0
歳
　
7
1
歳
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
」

　
八
三
　
　
九
一
　
九
二

下
町
　
東
部
　
西
部
　
九
州
　
他

九
〇
　
八
六
　
八
五
　
七
一
　
七
七

　
す
な
わ
ち
、
年
齢
の
高
い
も
の
ほ
ど
、

地
域
の
人
が
一
致
率
は
高
い
。

ま
た
東
京



V
，

話
し
言
葉
．
の
文
型

㌧

　
．
・
昭
和
3
1
年
度
か
ら
昭
和
3
4
年
度
に
か
け
て
対
話
資

料
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
文
型
の
研
究
は
、
昭
和
3
5
年

『
話
し
こ
と
ば
の
文
型
（
1
）
』
（
国
研
報
告
書
1
8
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
引
き
続
き
昭
和
3
5
年
度
か
ら

昭
和
3
7
年
度
に
か
け
て
独
話
．
資
料
に
よ
り
研
究
を
行

な
い
、
そ
の
結
果
は
昭
和
3
8
年
『
話
し
こ
と
ば
の
文

型
（
2
）
』
（
国
研
報
告
書
2
3
）
と
．
し
て
刊
・
行
さ
れ

た
。
こ
の
二
つ
の
報
告
書
の
内
容
を
中
心
に
、
話
し

言
葉
の
文
型
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
．

　
既
述
の
よ
う
に
、
．
こ
の
研
究
は
話
し
言
葉
の
文
法

研
究
の
一
環
と
も
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
話

し
言
葉
の
構
造
を
解
明
す
る
た
め
㊧
も
の
で
あ
っ

た
。
思
う
に
、
文
型
の
研
究
は
文
法
研
究
の
粋
で
あ

、
り
、
高
度
の
文
法
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
行
な
わ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
文
法
研
究
の
水
準

で
は
時
機
尚
早
の
感
が
あ
っ
た
。
解
決
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ト

・
不
ー
シ
部
ン
の
研
究
ば
ま
だ
十
分
に
准
翫
ん
で
は
い
な

い
。
ま
た
、
主
題
と
主
格
の
取
り
扱
い
、
語
順
、
述

語
（
用
言
）
の
格
支
配
、
副
詞
の
修
飾
性
、
等
々
多

く
の
事
が
不
分
明
な
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
型
研
究
を
行
な
っ
た

の
は
、
こ
の
研
究
を
通
し
て
話
し
尋
皐
未
の
構
造
上
の

特
徴
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
9

　
表
現
意
図
、
構
文
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ

の
面
か
ら
研
究
を
進
め
、
対
話
資
料
と
し
て
約
二
．
十

九
時
間
分
、
独
話
資
料
と
し
て
は
約
九
時
間
半
の
録

音
資
料
を
文
字
化
し
て
使
用
し
た
。
し
か
．
し
、
共
通

資
料
と
し
た
の
は
そ
の
う
ち
の
一
部
分
だ
け
で
あ
っ

た
。　
表
現
意
図
に
よ
る
文
の
分
類
は
従
来
も
行
な
わ
れ

て
い
た
填
＋
介
と
は
言
え
な
か
ウ
た
ひ
し
か
k

　
平
叙
文
、
感
歎
文
、
命
令
文
等
の
文
の
種
類
に
よ
ゆ

　
構
文
に
も
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
面
か
ら
の

　
研
究
も
重
要
で
あ
る
。

　
　
調
査
と
考
察
を
進
め
て
、
結
局
、
次
の
よ
う
に
分

「
類
し
た
。

　
　
構
文
は
、
文
の
成
分
を
ど
れ
だ
け
認
め
る
か
が
問

　
題
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
構
文
の
型
の
種
類
を
ど
の
よ

－
う
に
認
め
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
　
文
の
成
分
は
一
次
的
な
成
分
だ
け
に
注
目
し
て
分

　
析
を
進
め
る
こ
と
に
し
、
は
じ
め
は
、
主
語
・
述
語

　
・
体
言
的
連
用
修
飾
語
（
～
ヲ
．
・
～
二
・
～
ト
等
の

　
格
助
詞
を
重
視
．
す
る
）
・
副
詞
的
連
用
修
飾
語
・
孤

　
立
語
の
五
成
分
を
認
め
た
が
、
後
に
次
の
よ
う
に
改

　
め
た
ρ

∴
　
翼
羅
一
一
　
鍵

B
相
手
の
こ
と
ば
　
　
る
表
現
意
図

翻刻

M
頴
｛
b
翻
霧
軽

と
す
る
意
図

る
応
答
表
現
｛

④④③③②②①．①

212．12121
未
分
化
的
表
現

や
や
分
化
し
た
表
現

判
断
既
定
の
表
現

判
断
未
定
の
表
現

質
問
的
表
現

命
令
的
表
現

未
分
化
的
表
現

や
や
分
化
し
た
表
現

9
4
噛

、

剛
孝
　
　
　
－
　
　
晒
．
・
謬

し

し

．
’
ハ
，
・
「
　
与
一
う
．
念



“
　
　
》

　
述
語
・
主
語
・
目
的
語
・
補
語
・
連
用
語
・
状
況

語
・
陳
述
的
成
分
・
独
立
語
・
従
属
句

　
構
文
の
型
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
は
文
末

述
語
の
性
質
に
よ
り
、
そ
の
格
支
配
が
異
な
る
こ
と

に
注
目
し
た
が
、
こ
う
い
う
立
場
か
ら
用
言
を
類
別

す
る
こ
と
は
ま
だ
研
究
が
十
分
で
な
か
っ
た
Q
（
現

在
で
も
あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
が
）
そ
こ
で
、
と
り

噛
あ
え
ず
、
自
動
詞
文
・
他
動
詞
…
ω
文
・
他
動
詞
ω

文
、
形
容
詞
」
形
容
動
詞
文
、
名
詞
文
等
に
分
け

た
。
後
に
成
分
の
組
み
合
せ
を
重
視
し
て
次
の
よ
う

に
改
め
た
。轟
ぎ
諜
熊
文

　
「
骨
ぐ
み
構
文
」
は
主
語
・
述
語
・
目
的
語
・
補

語
だ
け
の
現
わ
れ
る
文
ど
す
る
。
「
拡
大
構
文
」
は

さ
ら
に
連
用
語
・
状
況
語
の
加
わ
っ
た
も
の
。
「
複

合
構
文
」
は
さ
ら
に
従
属
句
の
加
わ
っ
た
も
の
。

「
付
加
構
文
」
は
さ
ら
に
陳
述
的
成
分
や
独
立
語
の

加
わ
っ
た
も
の
と
し
た
。

　
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
は
じ
め
、
平
調
、
田
遊

1
、
三
二
2
、
降
口
、
2
型
の
五
類
を
認
め
た
が
、

後
、
下
降
調
、
上
昇
調
、
高
調
、
低
調
の
四
類
と
し

た
。
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リ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー

表
現
意
図
に
よ
る
各
種
表
現
が
具
体
的
な
発
話
で

ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
る
か
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
独
話
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
、
若
干
の
違
い
は
認
め
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。

　
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
表
現
の
種
類
に
よ
り
ど
の

よ
う
に
現
わ
れ
る
か
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

下
　
降
　
調

上
　
　
昇
　
　
調

詠
嘆九四

判
叙

二
三
一
二
三

　
　
〇

要
求

一
三
四

　
一
一

応
答○一

　
ま
た
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
話
し
手
の
個
人
的

な
「
く
せ
」
に
も
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

若
干
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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右
の
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
個
人
に
よ
り
表
現

意
図
に
即
し
た
上
昇
調
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、
卓

立
の
高
調
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
用
い
る
人
と

そ
う
で
な
い
人
が
い
る
。
女
性
に
は
発
言
時
間
の
割

に
は
比
較
的
に
多
く
現
わ
れ
る
と
言
え
る
が
、
男
性

に
も
多
く
現
わ
れ
る
人
が
あ
る
。

　
対
話
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
各
表
現
の
文
の
典
型
は

次
の
よ
う
に
な
る
。

1
　
詠
嘩
二
表
現
の
典
型

　
①
未
分
化
な
表
現
〈
感
動
詞
の
〉
独
立
語

　
②
や
や
分
化
し
た
表
現
（
主
語
ハ
）
1
（
連

　
　
用
修
飾
語
）
1
〈
形
容
（
動
）
詞
の
〉
述
語

2
　
判
叙
表
現
の
血
一
型

　
①
判
断
既
定
の
表
現
（
主
語
ガ
．
ハ
）
1
（
連

　
　
用
修
飾
語
）
1
述
語

　
②
判
断
未
定
の
表
現
（
主
語
ガ
．
ハ
）
1
（
連

　
　
用
修
飾
語
）
一
述
語
ヵ
．
ヵ
ナ
．
ヵ
シ
ラ

3
　
要
求
表
現
の
曲
ハ
型

　
①
確
認
要
求
の
表
現
、
（
主
語
ガ
・
ハ
）
1
（
連

　
　
用
修
飾
語
）
1
述
語
ネ
．
ナ
・
ダ
・
ウ
．
デ
シ
。
ウ
．

　
　
ジ
ャ
ナ
イ
（
ノ
・
カ
）

　
②
判
定
要
求
の
表
現
（
主
語
ガ
．
ハ
）
1
（
連
、

　
　
用
修
飾
語
）
i
述
語
（
ヵ
）

　
③
選
択
要
求
の
表
現
（
主
語
ハ
）
1
（
連
用

　
、
修
飾
語
）
一
〈
判
定
要
求
の
形
式
の
〉
述
証
紙
1

　
（
独
立
語
）
一
（
連
用
修
飾
語
）
1
〈
判
定
要

　
求
の
形
式
の
〉
述
語

．
④
説
明
要
求
の
表
現
　
（
主
語
ハ
）
．
一
（
連
用

　
修
飾
語
）
1
〈
不
定
詞
を
含
む
V
述
語
ヵ

　
　
　
（
主
語
ハ
）
一
（
連
用
修
飾
語
）
一
〈
不
定

　
詞
を
含
む
〉
連
用
修
飾
語
i
述
語
ヵ

　
　
　
〈
不
定
詞
を
含
む
〉
主
語
ガ
ー
（
連
用
修
飾

　
語
）
－
述
語
力

　
　
　
〈
不
定
詞
を
含
む
〉
主
語
ガ
ー
（
連
用
修
飾

　
・
語
）
－
〈
不
定
詞
を
含
む
〉
連
用
修
飾
語
一
述

　
語
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

⑥⑤

ﾔ
撫
無
顛
翻
馨
煙
講
齢

　
　
語
）
一
〈
す
す
め
・
希
求
・
依
頼
・
命
令
な
ど

　
　
を
表
わ
す
形
式
の
〉
述
語

4
　
応
答
表
現
の
典
型

①
未
分
化
的
な
表
現
〈
応
答
詞
の
〉
独
立
語

　
②
や
や
分
化
し
た
表
現
（
主
語
ハ
）
1
（
連

　
　
肘
修
飾
語
）
－
〈
応
答
を
表
わ
す
形
の
〉
述
語

・
あ
と
が
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
話
し
言
葉
の
構
造
は
、
上
記
の
調
査
研
究
等
に
よ

っ
て
、
あ
る
程
度
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
未

解
決
の
基
礎
的
問
題
が
多
く
あ
る
。

　
第
一
に
、
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
研
究
が
不
十
分
で
あ

る
。
用
言
の
格
支
配
、
主
題
と
主
格
、
副
詞
的
修
飾

語
の
分
類
、
句
の
分
類
等
を
は
じ
め
、
ま
だ
研
究
の

進
ん
で
い
な
い
分
野
が
多
い
。

　
第
二
に
、
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
関
係
に
つ
い

て
も
問
題
が
あ
る
。
日
本
で
は
両
者
の
間
に
か
な
り

の
差
が
あ
る
。
も
っ
と
書
き
言
葉
を
話
し
言
葉
に
近

づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
同
時
に
話
し
言

葉
を
書
き
言
葉
に
近
づ
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ

う
。

，
第
三
に
、
現
在
話
し
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
社
会
に

機
能
し
て
い
る
の
か
も
十
分
に
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
高
年
層
と
青
年
層
と
の
間
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
違

い
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
性
別
、
学

歴
別
、
職
業
別
等
に
よ
り
、
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
他
、
地
域
社
会
、
共
同
体
社
会
等
と
の
関
係

あ
る
い
は
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
係
、

個
人
に
よ
る
違
い
等
、
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
豊
毅
「
）
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